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は
じ
め
に

　

ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
ブ
ド
ル
・
ホ
セ
イ
ン
・
ア
ガ
ー
ハ
ー
ン
・
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
（
以
下
、

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
と
略
記
）
は
、
自
覚
的
に
西
洋
近
代
思
想
に
触
れ
た
最
初
の
イ
ラ

ン
人
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
、非
体
系
的
な
が
ら
も
、モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ル
ソ
ー

の
よ
う
な
一
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
家
、
さ
ら
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
等
に
依
拠
し
な
が

ら
、
社
会
発
展
に
関
す
る
科
学
的
な
社
会
学
的
見
地
を
ペ
ル
シ
ア
語
で
著
し
た
最

初
の
イ
ラ
ン
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
流
の
社
会
主
義
理

論
に
も
言
及
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
西
洋
思
想
の
脈
絡
で
い
う
社
会
主
義
へ
の

傾
斜
を
見
せ
た
最
初
期
の
イ
ラ
ン
人
で
あ
る
。
ま
た
、そ
の
著
作
に
横
溢
し
て
い
る
、

西
暦
七
世
紀
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
前
の
古
代
イ
ラ
ン
へ
の
憧
憬
と
美
化
を
歴
史
的

想
像
力
を
軸
と
し
て
理
論
化
し
た
点
で
、
反
ア
ラ
ブ
的
傾
向
を
顕
著
に
見
せ
る
イ

ラ
ン
民
族
主
義
思
想
の
土
台
を
築
い
た
イ
ラ
ン
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
第
一
世
代

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。¹

　

一
方
で
注
目
す
べ
き
は
、
宗
教
を
生
み
出
す
衝
動
は
人
間
の
恐
怖
心
に
過
ぎ
な

い
と
記
し
た
一
人
の
知
識
人
と
し
て
の
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
像
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
、

一
九
世
紀
の
半
ば
の
イ
ラ
ン
を
震
撼
さ
せ
た
「
異
端
」
運
動
、
バ
ー
ブ
教
へ
の
帰

依
と
い
う
宗
教
上
の
問
題
が
顕
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

バ
ー
ブ
教
は
、そ
の
運
動
体
の
発
展
の
過
程
で
、サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
（
一
五
〇
一̶

一
七
三
六
）
の
成
立
以
降
、
徐
々
に
進
め
ら
れ
た
シ
ー
ア
派
政
策
の
結
果
、
一
九

世
紀
イ
ラ
ン
の
正
統
派
教
義
と
し
て
イ
ラ
ン
領
土
を
支
配
し
た
一
二
イ
マ
ー
ム
・

シ
ー
ア
派
体
制
に
対
す
る
真
っ
向
か
ら
の
「
異
端
」
運
動
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
、

最
終
的
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
拘
束
を
抜
け
出
た
独
自
の
教
義
論
を
展
開
す
る
に

至
っ
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
の
「
異
端
」
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
ヌ
ク
タ
ヴ
ィ
ー
ア

派
に
類
似
し
た
状
況
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
指
摘
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
。²
ま
た
、
教
義
論
的
関
心
と
は
別
に
、
バ
ー
ブ
教
は
、
イ
ラ
ン
全

土
に
激
烈
な
民
衆
蜂
起
を
伴
う
政
治
・
社
会
運
動
を
惹
起
し
た
と
い
う
点
で
、
宗

教
の
姿
を
と
っ
た
一
九
世
紀
イ
ラ
ン
最
大
の
社
会
変
革
運
動
と
し
て
も
学
問
的
関

心
を
引
い
て
き
た
。

　

西
欧
近
代
の
流
れ
を
反
映
す
る
形
で
、よ
う
や
く
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ラ
ン
（
地

理
的
に
は
「
イ
ラ
ン
」
国
外
も
加
わ
る
）
に
登
場
す
る
開
明
派
の
知
識
人
が
、
社

会
運
動
を
伴
っ
た
新
宗
教
運
動
に
否
応
な
く
対
応
を
迫
ら
れ
、
こ
の
バ
ー
ブ
教
と

何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
知
識
人
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
知
識
人
の
中
で
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
比
重
は
他
の
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
重
い
と
い
え
る
。
宗
教
的
革
新
運
動
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
た
バ
ー
ブ
教
が
、

イ
ラ
ン
に
お
け
る
近
代
的
知
性
の
形
成
過
程
に
如
何
な
る
関
わ
り
を
、
ど
の
よ
う

な
形
で
持
っ
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
こ
こ
で
は
、
特
に
、「
バ
ー
ブ
教
」
と
の

「
か
か
わ
り
」
と
い
う
側
面
か
ら
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
と
い
う
「
個
」
の
内
面
の
輪
郭

「
異
端
者
」
の
見
た
イ
ス
ラ
ー
ム

ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
ー
ガ
ー
ハ
ー
ン
・
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー M

īrzā Ā
qā khān Kerm

ānī

（
一
八
五
三
／
四
年̶

一
八
九
六
年
処
刑)

の
宗
教
的
信
条
を
め
ぐ
る
覚
書

藤
井
守
男



91

̶̶̶̶　文化表象としての〈イスラーム〉　̶̶̶̶

の
素
描
を
試
み
る
。³

１
「
異
端
」
バ
ー
ブ
教
と
い
う
問
題

　

一
九
世
紀
半
ば
の
イ
ラ
ン
の
知
的
動
向
に
複
雑
な
陰
影
を
落
と
す
こ
と
に
な
る

バ
ー
ブ
教
の
生
ま
れ
る
背
景
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
概
略
を
見
て
み
る
。

　

バ
ー
ブ
教
は
、
元
来
、
シ
ー
ア
派
の
革
新
運
動
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
の
流
れ
を
直
接

的
な
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
シ
ー
ア
派
の
一
派
で
あ
っ
た
。⁴ 

一
二
イ
マ
ー
ム
・

シ
ー
ア
派
は
、
預
言
者
の
血
統
を
引
き
継
ぐ
、
絶
対
無
謬
な
る
人
間
で
あ
る
イ
マ
ー

ム
を
第
一
二
代
ま
で
認
め
、
第
十
一
代
イ
マ
ー
ム
、
ハ
サ
ン
・
ア
ス
キ
ャ
リ
ー
が

ヘ
ジ
ュ
ラ
歴
二
六
〇
年
（
西
暦
八
七
四
年
）
に
歿
し
た
後
、
最
後
の
イ
マ
ー
ム
の

第
一
二
代
イ
マ
ー
ム
は
、
現
世
か
ら
身
を
隠
し
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
と
し
て
幽
隠

状
態
に
入
っ
た
と
す
る
。
第
一
二
代
イ
マ
ー
ム
こ
と
「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
は
、
人

類
の
時
代
の
終
わ
り
が
告
げ
ら
れ
る
時
、
救
世
主
マ
フ
デ
ィ
ー
と
し
て
再
臨
し
、

抑
圧
と
暴
虐
で
満
ち
た
地
上
を
正
義
と
公
正
で
充
た
す
と
さ
れ
る
。
シ
ェ
イ
フ
・

ア
フ
マ
ド
・
ア
フ
サ
ー
イ
ー
（
一
七
五
三̶

一
八
二
六
）
を
始
祖
と
し
て
形
成
さ

れ
た
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
は
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
の
肉
体
的
属
性
を
前
提
と
す
る
一
二

イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
の
正
統
派
の
考
え
方
に
対
し
て
、
物
質
的
、
感
覚
的
世
界

と
精
神
界
と
の
間
に
、「
フ
ー
ル
カ
ル
ヤ
ー
（
フ
ヴ
ァ
ル
カ
ル
ヤ
ー
）
界
」
と
い
う

中
間
的
領
界
を
設
定
し
、
第
一
二
代
イ
マ
ー
ム
（「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」）
と
の
物
理

的
な
接
触
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
神
秘
主
義
者
が
神
の
神
秘
智
に
与
る
た
め
の
修

養
を
積
む
よ
う
に
、
シ
ー
ア
派
教
徒
も
、
地
上
界
に
あ
っ
て
、
こ
の
中
間
的
世
界

で
霊
的
に
存
在
す
る
イ
マ
ー
ム
へ
の
接
見
を
も
と
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
し
た
。
シ
ェ

イ
ヒ
ー
派
の
教
義
は
、
神
秘
主
義
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
影
響
を
反
映
し
て
お

り
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
の
肉
体
的
属
性
を
否
定
す
る
点
で
も
、こ
こ
で
い
う
イ
マ
ー

ム
自
体
が
神
の
美
徳
と
い
う
神
的
属
性
を
持
つ
と
す
る
点
で
も
、
一
二
イ
マ
ー
ム
・

シ
ー
ア
派
か
ら
到
底
承
認
し
得
な
い
「
異
端
」
と
さ
れ
た
。
シ
ー
ア
派
教
徒
は
絶

え
ず
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
の
導
き
を
必
要
と
し
、
神
も
ま
た
、
そ
の
恩
寵
に
よ
り
、

神
的
属
性
を
帯
び
た
「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
を
シ
ー
ア
派
信
徒
の
も
と
に
も
た
ら
す

と
い
う
信
仰
に
基
づ
き
、
信
者
の
中
に
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
と
シ
ー
ア
派
信
徒
と

の
間
の
恩
寵
を
仲
介
す
る
者
が
一
人
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
で
は
、

こ
の
者
が
「
完
全
な
る
シ
ー
ア
派
教
徒al-Shī‘ī al-Kām

il

」
と
さ
れ
る
。
始
祖

ア
フ
サ
ー
イ
ー
の
後
継
者
、
カ
ー
ゼ
ム
・
ラ
シ
ュ
テ
ィ
ー
（
一
八
四
四
年
没
）
の

時
代
に
は
、こ
れ
を
、従
来
の
教
義
項
目
の
一
つ
で
、世
界
存
在
の
要
と
さ
れ
た
「
第

四
の
柱al-Rukn al-Rābi‘

」（「
第
一
柱
」
が
神
、「
第
二
柱
」
が
預
言
者
ム
ハ
ン

マ
ド
、「
第
三
柱
」
が
イ
マ
ー
ム
）
と
同
定
す
る
理
論
化
が
進
ん
だ
と
さ
れ
、
シ
ェ

イ
ヒ
ー
派
の
内
部
で
は
、
ア
フ
マ
ド・ア
フ
サ
ー
イ
ー
と
カ
ー
ゼ
ム・ラ
シ
ュ
テ
ィ
ー

こ
そ
が
、
こ
の
「
完
全
な
る
シ
ー
ア
派
教
徒
」
と
さ
れ
た
。⁵

　

カ
ー
ゼ
ム
・
ラ
シ
ュ
テ
ィ
ー
の
死
後
、「
完
全
な
る
シ
ー
ア
派
教
徒
」
で
あ
る
と

主
張
し
た
の
が
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
王
朝
の
支
配
階
級
と
関
係
を
持
つ
モ
ハ
ン
マ
ド
・

キ
ャ
リ
ー
ム・ハ
ー
ン・ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
（
一
八
一
〇̶

一
八
七
一
）
と
、
セ
イ
イ
ェ

ド
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
リ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー
（
一
八
一
五
年̶

一
八
五
〇
年
処
刑
）
の
二
人
で
あ
っ
た
。
と
も
に
、シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
の
信
徒
で
あ
っ

た
が
、
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
は
、
当
時
、
シ
ー
ア
派
系
神
秘
主
義
教
団
、
ネ
エ

マ
ト
ッ
ラ
ー
ヒ
ー
派
が
有
力
な
教
団
を
形
成
し
て
い
た
、イ
ラ
ン
南
東
部
ケ
ル
マ
ー

ン
を
中
心
に
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
の
拠
点
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
ミ
ー
ル
ザ
ー・ア
リ
ー・

モ
ハ
ン
マ
ド
は
、一
八
四
四
年
、自
ら
を
「
バ
ー
ブ
（
門
）」
と
称
し
、自
ら
が
、「
隠

れ
イ
マ
ー
ム
」
に
通
じ
る
「
バ
ー
ブ
（
門
）」
で
あ
り
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
の
代
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理
人N

ā’eb

で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。
こ
の「
バ
ー
ブ（
門
）」と
い
う
用
語
が
、シ
ェ

イ
ヒ
ー
派
の
教
義
で
は
、
ほ
ぼ
「
完
全
な
る
シ
ー
ア
派
教
徒
」
の
意
味
で
あ
る
点

か
ら
も
、
後
に
形
成
さ
れ
る
バ
ー
ブ
教
と
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
と
の
教
義
上
の
深
い
関

わ
り
が
読
み
と
れ
る
。

　

ヘ
ジ
ラ
歴
二
六
〇
年
（
西
暦
一
八
四
四
年
）
は
、
シ
ー
ア
派
信
徒
に
と
っ
て
、

第
一
二
代
イ
マ
ー
ム
の
幽
隠
し
た
ヘ
ジ
ラ
歴
二
六
〇
年
か
ら
千
年
目
（
一
二
六
〇

年
）
に
あ
た
り
、
伝
承
等
に
よ
り
、
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
内
部
に
は
、
カ
ー
ゼ
ム
・
ラ

シ
ュ
テ
ィ
ー
の
死
後
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
の
再
臨
を
待
望
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て

い
た
。⁶
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ラ
ン
は
、
フ
ァ
テ・ア
リ
ー・シ
ャ
ー
（
一
七
九
七̶

一
八
三
四
）
の
時
代
に
入
り
、
北
方
の
大
国
ロ
シ
ア
と
の
戦
役
で
の
度
重
な
る
敗

北
で
カ
フ
カ
ー
ス
を
割
譲
さ
せ
ら
れ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
（
一
八
三
四̶

一
八
四
八
）
の
時
代
に
は
、
南
部
の
英
国
の
圧
力
で
ヘ
ラ
ー
ト
を
断
念
す
る
な
ど
、

疲
弊
感
と
絶
望
感
が
広
ま
っ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
イ
ラ
ン
領
内
の

シ
ー
ア
派
信
徒
間
に
救
世
主
待
望
感
は
高
ま
っ
て
い
た
。
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
リ
ー
・

モ
ハ
ン
マ
ド
の
「
バ
ー
ブ
」
の
宣
言
は
、
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
内
部
と
伴
に
、
シ
ー

ア
派
信
徒
に
大
き
な
衝
撃
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
、「
バ
ー
ブ
」
こ
と
ミ
ー
ル

ザ
ー
・
ア
リ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
の
当
初
の
思
惑
と
は
別
に
、
宗
教
的
、
社
会
的
状

況
に
後
押
し
さ
れ
る
よ
う
に
、「
バ
ー
ブ
」
の
宣
言
を
盾
に
、
戦
闘
的
な
「
バ
ー

ブ
教
徒
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
イ
ラ
ン
国
内
へ
の
バ
ー
ブ
教
の
影
響
力
の
浸

潤
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
正
統
派
一
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
の
ウ
ラ
マ
ー
（
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
学
者
集
団
）
側
は
、
教
義
論
的
に
バ
ー
ブ
教
を
危
険
視
し
始
め

る
。
一
八
四
八
年
、「
バ
ー
ブ
」
こ
と
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
リ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
が
ア

ゼ
ル
バ
ジ
ャ
ー
ン
幽
閉
中
に
、
つ
い
に
、
彼
自
身
が
「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」
自
身
で

あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
廃
棄
を
宣
言
す
る
に
及
ん
で
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
政
府
側

も
対
応
を
講
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
り 

⁷
、
一
八
四
八
年
、
ア
ゼ
ル
バ
ジ
ャ
ー
ン
の

州
都
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
、
若
き
国
王
ナ
ー
セ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
（
一
八
九
六
年

暗
殺
）、
さ
ら
に
、
一
八
四
八
年
ナ
ー
セ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
の
宰
相
と
な
り

政
治
・
財
政
改
革
を
断
行
し
中
央
主
権
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
タ

キ
ー
・
ハ
ー
ン
（
称
号
ア
ミ
ー
レ
・
キ
ャ
ビ
ー
ル
。
一
八
五
二
年
暗
殺
）
同
席
の

も
と
で
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
ウ
ラ
マ
ー
（
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
の
ウ
ラ
マ
ー
も
含
ん
だ
と

さ
れ
る
）
に
よ
る
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
リ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
の
審
問
が
行
わ
れ
、「
バ
ー

ブ
」
自
身
の
教
養
上
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ブ
教
徒
の

蜂
起
は
、
一
般
の
民
衆
を
巻
き
込
ん
で
頻
発
し
、
一
八
四
八
年
に
は
、
先
鋭
化
し

た
バ
ー
ブ
教
徒
が
、
マ
ー
ザ
ン
ダ
ラ
ー
ン
地
方
の
シ
ェ
イ
フ
・
タ
バ
ル
ス
ィ
ー
聖

廟
で
政
府
軍
と
数
ヶ
月
に
亘
っ
て
抗
争
す
る
と
い
う
事
態
に
発
展
し
た
。

　

一
八
五
〇
年
に
は
、
経
典
『
バ
ヤ
ー
ン
』（
バ
ー
ブ
自
身
に
よ
る
独
自
の
聖
典

で
、
ペ
ル
シ
ア
語
版
と
ア
ラ
ビ
ア
語
版
が
あ
る
）
の
中
で
、
バ
ー
ブ
は
、
彼
自
身

が
神
の
顕
現
で
あ
り
、
彼
自
身
に
よ
る
新
た
な
法Sharī‘a

を
現
す
こ
と
を
告
げ

た
。
こ
う
し
た
中
、
宰
相
ア
ミ
ー
レ
・
キ
ャ
ビ
ー
ル
は
、
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら
れ
、

一
八
五
〇
年
に
「
バ
ー
ブ
」
こ
と
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
リ
ー
・
モ
ン
マ
ド
を
公
開
処

刑
し
た
。
一
八
五
〇
年
以
降
も
バ
ー
ブ
教
徒
を
中
心
と
し
た
蜂
起
が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
バ
ー
ブ
教
徒
に
よ
る
一
八
五
二
年
の
国
王
暗
殺
未
遂
へ
の
報
復
と
し
て

テ
ヘ
ラ
ン
で
バ
ー
ブ
教
徒
に
対
す
る
徹
底
し
た
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た
。

　

教
祖
バ
ー
ブ
は
、「
神
の
顕
現
す
る
者
」
の
到
来
を
予
見
し
て
い
た
が
、
バ
ー

ブ
の
処
刑
後
、
有
力
な
後
継
者
の
異
母
兄
弟
の
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ヤ
ヒ
ヤ
ー
・
ヌ
ー

リ
ー
（
一
八
三
〇̶

一
九
一
二
）
こ
と
「
ソ
ブ
ヘ
・
ア
ザ
ルṢobḥ-e A

zal

（
永
遠

の
平
和
）」、
と
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ホ
セ
イ
ン
・
ア
リ
ー
・
ヌ
ー
リ
ー
（
一
八
一
七̶

一
八
九
二
）
が
、
一
八
五
三
年
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
避
難
す
る
。
危
険
視
さ
れ
た
彼
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等
は
、
一
八
六
三
年
、
オ
ス
マ
ン
政
府
に
よ
っ
て
、
一
度
イ
タ
ン
ブ
ル
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
る
が
、
一
八
六
六
年
に
は
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ホ
セ
イ
ン
・
ヌ
ー
リ
ー
自
身
が
、

バ
ー
ブ
が
予
見
し
た
「
神
の
顕
現
す
る
者
」
で
あ
る
こ
と
を
公
式
に
宣
言
し
、以
後
、

救
世
主
「
バ
ハ
ー
ウ
ッ
ラ
ーBahā ʼa llāh

（
神
の
栄
光
）」
と
し
て
、
政
治
的
な
穏

健
派
の
バ
ハ
ー
イ
ー
教
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
バ
ー
ブ
教
徒
の
大
多

数
が
バ
ハ
ー
イ
ー
教
徒
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。⁸
一
八
六
六
年
、
オ
ス
マ
ン
政
府

は
バ
ハ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
一
行
を
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ッ
カ
ー
に
、
ソ
ブ
ヘ
・
ア
ザ
ル
を

キ
プ
ロ
ス
島
へ
と
強
制
移
住
さ
せ
た
。

 　

カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
王
朝
へ
の
敵
対
と
本
来
の
バ
ー
ブ
の
教
え
を
保
持
し
よ
う
と
し

た
「
バ
ー
ブ
教
旧
守
派
」
ソ
ブ
ヘ
・
ア
ザ
ル
の
許
に
集
結
し
た
人
々
は
バ
ー
ブ
教

徒
内
で
ア
ザ
リ
ー
派
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒

の
中
か
ら
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
世
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
第
一
世
代
の
俊
英
が

登
場
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
の
当
該
分
野
の
研
究
の
報

告
に
拠
る
限
り
、
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。⁹
ア
ー
ガ
ー
ハ
ー
ン
・
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー

も
「
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
宗
教
的
信
条
か
ら

の
近
代
的
知
性
へ
の
脱
皮
と
い
う
方
向
性
と
、「
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
」
と
い

う
存
在
が
、
当
時
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
繋
が
っ
て
い
た
か
を
探
る
こ
と
は
、
イ

ラ
ン
に
お
け
る
近
代
的
知
性
の
成
立
の
鍵
の
一
つ
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
ひ
と
つ
の
有
力
な
解
答
を
提
示
す
る
と
思
わ
れ
る
、
彼
の
主
著
『
三

通
の
手
紙Se M
aktūb

』
に
描
き
出
さ
れ
た
「
バ
ー
ブ
教
」
像
の
検
討
の
た
め
、

ま
ず
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
自
身
の
生
涯
と
『
三
通
の
手
紙
』
の
成
立
に
関
わ
る
諸
問

題
に
ふ
れ
る
。

２　
イ
ラ
ン
近
代
最
大
の
問
題
作
『
三
通
の
手
紙
』
の
成
立

　

現
時
点
で
の
研
究
で
は
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
、
イ
ラ
ン
南
東
部
の
ケ
ル
マ
ー
ン

市
近
郊
の
マ
シ
ー
ズ
村
に
一
八
五
三
／
四
年
（
ヘ
ジ
ラ
暦
二
七
〇
年
）
頃
生
ま

れ
た
こ
と
と
、
両
親
が
伴
に
、
シ
ー
ア
派
系
の
神
秘
教
団
に
属
し
た
と
さ
れ
て
い

る
点
は
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
ケ
ル
マ
ー
ン
に
出
た
後
、
ア
ラ
ビ
ア

語
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
関
す
る
伝
統
的
教
育
を
享
け
る
と
同
時
に
論
理
学
、
イ
ス

ラ
ー
ム
法
学
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
、
医
学
、
数
学
、
哲
学
史
の
教
育
を
受
け
た
。
後
に
、

一
八
六
六
年
、
イ
ラ
ン
（
当
時
の
ペ
ル
シ
ア
帝
国
）
を
脱
出
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

に
向
か
う
以
前
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
バ
ー
ブ
教
へ
の
傾
斜
の
契
機
と
な
っ
た
人
物

は
、
特
に
、
二
人
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
人
は
、
ケ
ル
マ
ー
ン
有
数
の
学
者
、
モ
ッ

ラ
ー・モ
ハ
ン
マ
ド・ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
で
、
こ
の
人
物
の
二
番
目
の
息
子
が
ケ
ル
マ
ー

ニ
ー
の
生
涯
の
友
な
る
シ
ェ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
ル
ー
ヒ
ー
（
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
と

伴
に
一
八
九
六
年
処
刑
）
で
あ
る
。
今
一
人
は
、
最
初
期
の
バ
ー
ブ
教
改
宗
者
と

さ
れ
る
ハ
ー
ジ
・
セ
イ
イ
ェ
ド
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
ル
バ
ラ
ー
イ
ー
で
、
ケ
ル

マ
ー
ニ
ー
は
、
優
れ
た
革
新
的
な
学
者
で
あ
っ
た
こ
の
人
物
の
許
で
、
モ
ッ
ラ
ー
・

サ
ド
ラ
ー
（
一
五
七
一̶

一
六
四
〇
）
流
の
シ
ー
ア
派
の
存
在
論
哲
学
や
前
述
の

シ
ェ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
フ
サ
ー
イ
ー
の
神
智
学
を
学
ん
で
い
る
。¹⁰
シ
ェ
イ
フ
・

ア
フ
マ
ド
・
ル
ー
ヒ
ー
と
の
共
著
で
、
バ
ー
ブ
教
の
哲
学
的
考
察
を
試
み
な
が
ら
、

西
洋
近
代
の
世
俗
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
『
ハ
シ
ュ
ト
・
ベ
ヘ
シ
ュ
ト
』

と
い
う
著
作
は
、
こ
の
学
者
の
学
説
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
ケ
ル
マ
ー
ン
に
は
、
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ハ
ー
ン
・
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
を
教
祖

と
す
る
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
と
、
シ
ー
ア
派
神
秘
教
団
ネ
マ
ト
ッ
ラ
ー
ヒ
ー
派
が
勢
力

を
張
る
と
と
も
に
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
や
、
新
興
の
バ
ー
ブ
教
徒
な
ど
の
宗
教
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的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
も
同
時
に
存
在
す
る
と
い
っ
た
独
特
な
文
化
環
境
が
出
来
上

が
っ
て
い
た
。
逸
脱
的
傾
向
の
強
い
シ
ー
ア
派
系
神
秘
教
団
に
属
し
た
両
親
の
許

で
育
っ
た
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
と
っ
て
、
ハ
ー
ジ
・
セ
イ
イ
ェ
ド
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ド
・

カ
ル
バ
ラ
ー
イ
ー
の
存
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
教
条
的
な
宗
教
的
拘
束
か
ら

の
解
放
へ
の
一
つ
の
道
程
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

徴
税
官
と
い
う
役
職
上
の
問
題
で
の
ケ
ル
マ
ー
ン
の
知
事
と
の
軋
轢
、
あ
る
い

は
、
両
親
と
の
宗
教
信
条
の
上
で
の
不
和
が
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
か
は
特
定
で

き
な
い
が
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
は
、
一
八
八
三
年
に
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
ほ
ぼ
二
年

間
を
過
ご
し
た
後
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
数
ヶ
月
滞
在
し
て
、
東
北
部
の
町
マ
シ
ュ
ハ

ド
に
向
か
い
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ー
ン
経
由
で
、
一
八
八
六
年
、
イ
ラ
ン
を
脱
出

し
、
当
時
、
イ
ラ
ン
人
亡
命
者
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
向
か
っ

た
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
到
着
し
た
年
、
当
時
キ
プ
ロ
ス
で
暮
ら
し
て
い
た
ソ
ブ
ヘ
・

ア
ザ
ル
に
会
い
に
行
き
、
ソ
ブ
ヘ
・
ア
ザ
ル
の
娘
と
結
婚
を
し
て
い
る
。¹¹

　

英
露
の
政
治
的
角
逐
の
中
で
、
バ
ー
ブ
教
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
関
心
を
引

き
、
中
で
も
、
ペ
ル
シ
ア
文
学
史
で
知
ら
れ
る
Ｅ
・
Ｇ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
バ
ー
ブ
教

の
研
究
書
を
著
し
て
い
る
。
一
八
八
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
イ
ラ
ン
領
内
を
視

察
旅
行
し
た
成
果
、『
ペ
ル
シ
ア
人
と
の
一
年　

A Year Am
ongst Persians

』

の
記
述
が
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
イ
ラ
ン
を
脱
出
し
た
年
の
翌
年
に
始
ま
っ
て
い
る

点
も
興
味
深
い
。
こ
の
紀
行
文
に
は
バ
ー
ブ
教
徒
か
ら
の
情
報
が
ひ
と
き
わ
多
く
、

彼
の
目
的
も
バ
ー
ブ
教
関
連
の
情
報
蒐
集
で
あ
っ
た
観
が
あ
る
。¹²

　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
本
格
的
に
学
ん
で
直
接
的
に
西

洋
近
代
思
想
を
吸
収
す
る
と
伴
に
、
反
政
府
系
新
聞
『
ア
フ
タ
ル
』
紙
に
寄
稿
し
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
反
政
府
紙『
カ
ー
ヌ
ー
ン（
法
）』を
発
刊
し
て
い
た
マ
ル
コ
ム・ハ
ー

ン
（
一
八
三
三̶

一
九
〇
八
）
と
も
手
紙
で
接
触
し
て
い
る
。
一
八
九
二
年
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
に
招
か
れ
た
「
革
命
家
」
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
（
一
八
九
七
年
没
）
と
も

積
極
的
に
交
流
を
も
ち
、
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
の
思
想
に
強
く
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
の
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
へ
の
影
響
の
実
体
は
現
在
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
、イ
ラ
ン
国
内
で
起
こ
っ
た
ナ
ー
セ
ル
ッ
デ
ィ
ー

ン
・
シ
ャ
ー
の
暗
殺
に
連
座
し
て
、
シ
ェ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
ル
ー
ヒ
ー
等
と
伴
に
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら
イ
ラ
ン
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
護
送
さ
れ
て
処
刑
さ
れ
る
ま
で
の

ほ
ぼ
一
〇
年
間
が
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
実
質
的
な
思
想
家
と
し
て
の
活
動
期
で
あ
ろ

う
。

　

彼
の
生
涯
の
軌
跡
を
辿
る
と
、
そ
こ
に
は
、
バ
ー
ブ
教
、
と
り
わ
け
、
ア
ザ
リ
ー

派
の
陰
が
色
濃
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
し
か
に
、
中
世
以
来
イ
ラ
ン
に
瀰
漫
し
て

い
た
宗
派
分
裂
、
宗
派
抗
争
へ
の
批
判
を
主
題
と
し
て
、
彼
が
著
し
た
翻
案
小
説

『
七
二
派
の
戦
い
』（Bernardin de Saint-piere 

の Café de Surat 

の
翻
案

小
説
で
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
ロ
シ
ア
語
訳
も
あ
る
。
イ
ラ
ン
人
が
最
も
好
む
主
題
が

題
材
に
な
っ
て
い
る
。）
に
は
、
合
理
的
な
思
考
と
宗
教
的
寛
容
の
持
ち
主
と
し
て

前
述
の
ハ
ー
ジ
・
セ
イ
イ
ェ
ド
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
ル
バ
ラ
ー
イ
ー
が
登
場
す

る
な
ど
、
普
遍
的
な
姿
を
と
っ
た
「
バ
ー
ブ
教
徒
」
へ
の
思
い
入
れ
は
彼
の
生
涯

と
著
作
に
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
問
題
究
明
の
困
難
は
、
そ
の
か
か

わ
り
の
実
体
の
闡
明
の
困
難
さ
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
世
紀
初
頭

に
先
鋭
化
す
る
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
の
一
翼
を
に
な
っ
た
先
進
的
ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス

ラ
ー
ム
諸
学
の
学
者
集
団
）
と
バ
ー
ブ
教
と
の
「
か
か
わ
り
」
や
、「
バ
ー
ブ
教

徒
」
と
い
う
名
称
が
蔑
称―

他
者
を
排
除
す
る
た
め
の
特
定
の
用
語
で
、中
世
以
来
、

宗
派
、
哲
学
者
関
連
の
用
語
が
使
わ
れ
た―

と
し
て
の
機
能
を
持
た
さ
れ
、「
バ
ー

ブ
教
徒
と
さ
れ
る
…
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
関
連
付
け
が
意
図
的
に
為
さ
れ
る
政
治

的
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
問
題
の
扱
い
に
は
格
別
の
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慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
よ
う
。¹³

　

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
主
著
と
さ
れ
る
『
三
通
の
手
紙
』
は
、
近
代
期
の
イ
ラ
ン
民

族
主
義
思
想
の
源
泉
と
さ
れ
る
、
コ
ー
カ
サ
ス
在
住
の
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
フ
ァ
テ
・

ア
リ
ー
・
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デM

īrzā Fatḥ-‘alī Ā
khondzāde

（
一
八
一
二̶

一
八
七
二
）
の
主
著
『
キ
ャ
マ
ー
ル
ッ
ド
ウ
レ
の
手
紙M

aktūbāt-e Kam
āl al-

D
ow
le

』
を
下
敷
き
に
し
た
著
作
で
あ
る
。『
キ
ャ
マ
ー
ル
ッ
ド
ウ
レ
の
手
紙
』
の

設
定
は
、
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
皇
子
で
イ
ラ
ン
国
外
に
住
む
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
ド
ウ

レ
に
、
友
人
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
「
イ
ン
ド
」
人
（
ム
ガ
ー
ル
王
ア
オ
ウ
ラ
ン

グ
ゼ
ー
ブ
の
皇
子
の
一
人
）、
キ
ャ
マ
ー
ル
ッ
ド
ウ
レ
が
イ
ラ
ン
を
旅
し
、
イ
ラ
ン

か
ら
イ
ラ
ン
国
内
の
現
状
を
憂
え
る
三
通
の
手
紙
を
書
き
（
著
作
中
の
手
紙
の
執

筆
年
代
は
一
八
六
三
年
二
月̶

三
月
頃
）、
さ
ら
に
、
そ
の
内
容
に
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ

ド
ウ
レ
が
反
論
を
書
く
と
い
う
形
式
の
著
作
で
あ
る
。
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デ
の
著

作
に
は
、
宗
教
的
圧
力
の
下
で
数
世
紀
間
沈
滞
し
て
い
た
精
神
の
覚
醒
と
、
近
代

的
な
批
判
精
神
を
土
台
と
す
る
思
考
の
躍
動
が
一
貫
し
て
い
る
。
シ
ー
ア
派
宗
教

勢
力
に
支
え
ら
れ
た
狂
信
の
土
台
を
穿
つ
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
『
キ
ャ
マ
ー
ル
ッ

ド
ウ
レ
の
手
紙
』
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
近
代
的
批
判
精
神
の
発
露
を
告
げ
る
も

の
と
い
え
る
。
古
代
イ
ラ
ン
の
賛
美
、
反
ア
ラ
ブ
的
言
辞
な
ど
も
激
烈
で
あ
る
が
、

ウ
ラ
マ
ー
批
判
の
中
で
も
、
当
時
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
数
多
か
っ
た
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
批

判
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。

　

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デ
の
影
響
下
に
『
三
通
の
手
紙
』
を
書
い

た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
が
、
形
式
的
に
は
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
著
作
は
一
通

の
手
紙
し
か
登
場
し
な
い
点
で
未
完
成
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

問
題
は
、
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デ
が
、「
人
々
の
頭
の
中
に
下
ら
ぬ
信
仰
が
あ
る
限

り
、抜
け
目
な
い
バ
ー
ブ
が
出
現
し
た
り
、賢
し
ら
な
宗
教
家
が
う
ま
れ
る
。（
中
略
）

王
国
の
永
続
は
知
識
、
そ
し
て
、
国
民
が
下
ら
ぬ
信
仰
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に

か
か
っ
て
い
る
。」¹⁴
と
し
て
、
一
貫
し
て
、
こ
の
種
の
宗
派
を
迷
信
と
し
て
排
除

し
て
い
る
一
方
で
、
バ
ー
ブ
教
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
た
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
宗
教

的
信
条
、
さ
ら
に
突
き
詰
め
れ
ば
、
思
想
的
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

バ
ー
ブ
と
ソ
ブ
ヘ
・
ア
ザ
ル
の
著
作
の
有
数
の
筆
写
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
モ
ス
タ
フ
ァ
ー
・
カ
ー
テ
ブ
（
筆
写
者
）
こ
と
モ
ッ
ラ
ー
・
エ

ス
マ
ー
イ
ー
ル
（
エ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
で
の
バ
ー
ブ
教
徒
弾
圧
か
ら
逃
れ
た
後
、
身

を
守
る
た
め
に
モ
ス
タ
フ
ァ
ー
と
名
を
変
え
た
）
は
、『
三
通
の
手
紙
』
の
筆
写
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
モ
ス
タ
フ
ァ
ー
自
身
（
当
時
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
自
身
の
年

齢
は
七
〇
歳
前
後
で
あ
る
）、
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
か
ら
バ
ー
ブ
教
（
ア
ザ
リ
ー
派
）
へ

の
改
宗
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
の
二
人
の
娘
の

一
人
が
、
ソ
ブ
ヘ
・
ア
ザ
ル
の
息
子
と
結
婚
し
て
い
る
）
中
東
の
宗
教
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
格
別
の
興
味
を
示
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
ち
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
バ
ー
ブ
教
（
バ
ハ
ー
イ
ー
教
）
へ
の
興
味
を
示
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
の
一
連
の
バ
ー

ブ
教
関
連
の
著
作
は
彼
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。¹⁵

　

以
下
は
写
本
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
一
文
で
あ
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
に
宛
て
た
も
の
で

あ
る
。
写
本
に
は
、
一
九
一
二
年
一
〇
月
の
日
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。（ 

）
内
は
、

文
意
の
理
解
の
た
め
に
筆
者
が
加
え
た
。

　
「
…
私
が
こ
の
本
（『
三
通
の
手
紙
』
を
さ
す
）
の
筆
写
を
し
て
い
る
最
中

に
、
一
人
の
知
人
が
や
っ
て
来
て
、
本
を
手
に
取
っ
て
、
し
ば
ら
く
見
通
し
て

か
ら
こ
う
言
っ
た
、
何
故
こ
の
本
を
筆
写
す
る
の
か
ね
、
こ
う
い
う
本
は
水
で

洗
い
流
し
て
し
ま
う
か
、
焼
い
て
し
ま
う
べ
き
だ
。
私
（
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
モ
ス
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タ
フ
ァ
ー
）
は
こ
う
申
し
あ
げ
た
、（
そ
れ
な
ら
ば
）
地
上
に
あ
る
本
は
す
べ

て
水
に
浸
し
て
廃
棄
せ
ね
ば
な
ら
い
の
で
す
。
驢
馬
二
頭
分
の
倪
下
（
ソ
ブ
ヘ・

ア
ザ
ル
を
指
す
）
の
書
籍
は
（
す
べ
て
）、
バ
ハ
ー
イ
ー
（
教
徒
）
た
ち
と
彼
等

の
信
仰
に
よ
れ
ば
、
水
に
浸
し
て
し
ま
う
か
、
焼
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

聞
く
と
こ
ろ
で
は
、『
ヌ
ー
ル
（
光
）
の
書
（
ソ
ブ
ヘ・ア
ザ
ル
の
著
作
の
一
つ
）』

は
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
（
地
名
）
で
水
に
浸
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
る
か
、
焼
か
れ
た
そ

う
で
す
。
倪
下
の
信
者
た
ち
に
あ
っ
て
は
、
バ
ハ
ー
イ
ー
た
ち
に
よ
る
書
物
は

す
べ
て
水
に
浸
す
か
、
焼
き
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

た
ち
の
信
仰
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
宗
派
（
ア
ザ
リ
ー
派
と
バ
ハ
ー
イ
ー
派
）

と
、「
ヌ
ク
タN

uqtah

（
バ
ー
ブ
教
始
祖
セ
イ
ェ
ド・バ
ー
ブ
の
称
号
の
一
つ
）」

の
書
物
は
、
す
べ
て
、
焼
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
う
し
た
書
物
が
あ
る
家

は
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
書
物
を
持
っ
て
い
る
者
、
そ
こ
に
書
い

て
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
者
た
ち
は
、
す
べ
て
、
最
も
惨
い
拷
問
を
科
し
て
殺
し
、

死
体
も
焼
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、（
実
際
に
）
そ
の
よ
う
に
し
た
よ
う
で
す
。
あ

な
た
方
の
考
え
と
信
仰
で
は
優
れ
た
も
の
で
、
何
と
し
て
も
出
版
し
た
い
お
つ

も
り
で
い
る
、『Tanbīh al-N

ā’im
īn

』（
ア
ザ
リ
ー
派
か
ら
す
る
、バ
ハ
ー
イ
ー

派
の
指
導
者
で
始
祖
バ
ハ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
論
駁
書
）
と
い
う
本
の
こ
と
を
、
ミ
ー

ル
ザ
ー
・
ハ
サ
ン
・
ア
リ
ー
・
バ
ハ
ー
（
バ
ハ
ー
イ
ー
派
指
導
者
）
の
信
者
た

ち
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。
バ
ハ
ー
イ
ー
派
の
信
者
た
ち
が
（
こ

れ
を
）
入
手
で
き
れ
ば
、
間
違
い
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
が
（
バ
ー
ブ
、

バ
ハ
ー
イ
ー
双
方
に
対
し
て
）
や
っ
た
と
同
じ
こ
と
を
、（
こ
の
本
に
対
し
て
）

行
う
で
し
ょ
う
し
、（
実
際
に
）、
カ
ル
バ
ラ
ー
（
イ
ラ
ク
の
シ
ー
ア
派
聖
地
）

や
、
バ
グ
ダ
ー
ド
、（
パ
レ
ス
チ
ナ
の
）
ア
ッ
カ
ー
や
そ
の
他
の
地
域
で
は
そ
う

し
た
こ
と
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
法
則
で
行
け
ば
、
地
球
上
の
書
物
は
、

そ
の
敵
対
者
の
た
め
に
、
す
べ
て
水
に
浸
し
て
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
小
生
は
、
書
物
は
偏
見
な
く
読
み
、
自
分
に
好
も
し
く
思
う
こ
と
は

こ
れ
を
留
め
記
録
し
、
自
分
の
意
見
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
元
の
ま
ま
に
し
て

お
く
、
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
『
三
通

の
書
簡
』
に
は
歴
史
に
関
わ
る
主
題
が
い
く
つ
か
出
て
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
に

な
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
、
無
益
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。」（
写
本
冒
頭
）¹⁶

　

こ
こ
に
言
う
、
地
球
上
の
書
物
が
、
敵
対
者
の
た
め
に
、
す
べ
て
焼
か
れ
る
運

命
を
も
つ
、
と
い
う
言
葉
は
、
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
自
身
の
境
遇
を
考
え
れ
ば
、
偽
ら

ざ
る
感
慨
で
あ
ろ
う
。

　

バ
フ
ラ
ー
ム
・
チ
ュ
ー
ビ
ー
ネ
の
校
訂
本
で
は
、
こ
の
知
り
合
い
人
物
が
、
ア

ザ
リ
ー
派
の
バ
ー
ブ
教
徒
で
あ
る
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、
こ
の
『
三
通
の
手
紙
』
に
目
を
通
し
た
ア
ザ
リ
ー
派
に
属
す
と
さ
れ
る
人
物

が
、
一
読
し
て
即
座
に
焼
き
捨
て
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
の
ア
ザ

リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
に
よ
っ
て
読
み
通
す
に
絶
え
な
い
書
物
と
し
て
認
定
さ
れ
た

と
言
う
事
実
は
、
少
な
く
と
も
、
通
常
の
ア
ザ
リ
ー
派
の
バ
ー
ブ
教
徒
に
よ
っ
て

は
到
底
承
服
で
き
な
い
内
容
を
本
書
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

「
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
」
と
さ
れ
る
ア
ー
ガ
ー
ハ
ー
ン
・
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
命

を
賭
し
て
執
筆
し
た
書
物
は
、
幾
多
の
弾
圧
に
耐
え
た
、
筋
金
入
り
の
老
ア
ザ
リ
ー

派
バ
ー
ブ
教
徒
の
篤
き
宗
教
心
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
な
が
ら
、
当
の
ア
ザ
リ
ー
派

バ
ー
ブ
教
徒
に
よ
っ
て
「
焚
書
」
を
宣
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー

の
真
意
は
、「
公
式
の
」
バ
ー
ブ
教
徒
（
ア
ザ
リ
ー
派
）
に
全
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
三
通
の
手
紙
』
が
い
か
に
イ
ラ
ン
の
宗
教
的
土
台
の
根
本
的
批
判
を
企
図
し
た
も

の
で
あ
れ
、
筆
写
に
よ
っ
て
、
こ
の
著
作
の
「
実
体
」
を
支
え
て
い
た
の
が
、
一
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人
の
老
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
一
九
世
紀
に
イ
ラ
ン

を
包
み
込
ん
だ
シ
ー
ア
派
の
「
狂
信
」
的
な
要
素
に
対
す
る
、
こ
の
筆
写
者
の
高

い
見
識
を
前
提
に
し
た
と
し
て
も
、『
三
通
の
手
紙
』
に
宗
教
的
な
色
彩
が
付
さ
れ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、『
三
通
の
手
紙
』
で
一
貫
し
て
ケ
ル
マ
ー

ニ
ー
が
訴
え
た
内
容
と
は
い
か
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う

宗
教
的
色
彩
が
、「
公
式
の
」
ア
ザ
リ
ー
派
か
ら
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
種
類
の

「
宗
教
色
」
を
想
定
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
ま
た
、
上
に
述
べ
た
事
情

か
ら
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。  

　

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
バ
ー
ブ
教
自
体
に
対
す
る
真
意
を
さ
ぐ
る
（
そ
れ
は
、
筆
写

者
の
バ
ー
ブ
教
徒
モ
ス
タ
フ
ァ
ー
の
見
識
を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
）
た
め
に
、

次
に
、『
三
通
の
手
紙
』
の
バ
ー
ブ
教
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
選
ん
で
、
検

討
し
て
み
る
。

　

迫
害
の
末
に
国
家
的
策
略
で
処
刑
さ
れ
た
不
滅
の
天
才
、
ア
ー
ガ
ー
ハ
ー
ン
・

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
迫
真
力
に
溢
れ
た
筆
が
紡
ぎ
だ
す
「
バ
ー
ブ
教
」
像
は
、
疑
い

な
く
、
一
九
世
紀
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
の
最
深
部
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

３　
『
三
通
の
手
紙
』
に
描
き
出
さ
れ
た
「
バ
ー
ブ
教
」
の
諸
相

　

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、ウ
ラ
マ
ー
た
ち
は
、恣
意
的
解
釈
を
『
ク
ル
ア
ー
ン
』

の
章
句
に
施
し
、『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
真
の
姿
を
改
竄
し
、
簡
素
な
シ
ャ
リ
ー
ア
を

複
雑
に
し
た
。
ウ
ラ
マ
ー
の
身
勝
手
な
解
釈
の
強
要
の
結
果
、
宗
派
間
の
分
裂
が

増
幅
し
、
宗
派
分
裂
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
た
イ
ラ
ン
の
英
露
列
強
へ
の
従
属
化
が

進
ん
だ
。
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
『
三
通
の
手
紙
』
に
は
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う

な
激
烈
な
「
ア
ラ
ブ
」
批
判
や
呪
詛
を
表
現
す
る
箇
所
は
あ
る
が
、元
来
、ケ
ル
マ
ー

ニ
ー
の
基
本
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
自
体
観
が
、
純
粋
な
祖
形
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム

を
受
け
入
れ
て
い
た
点
で
、
政
教
分
離
を
公
然
と
唱
え
た
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デ
と

は
一
線
を
画
し
て
い
る
。『
三
通
の
手
紙
』
の
内
容
の
検
討
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

彼
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
自
体
を
否
定
し
バ
ー
ブ
教
に
傾
斜
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

イ
ス
ラ
ー
ム
を
、
そ
の
祖
形
で
受
け
入
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア

ラ
ブ
批
判
は
、
地
上
の
精
神
世
界
の
支
配
者
と
な
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
へ
の
激
し
い
批

判
の
形
で
現
れ
る
。（
引
用
に
は
写
本
の
フ
ォ
リ
オ
番
号
を
示
す
。）

一
握
り
の
、
尻
丸
出
し
で
裸
足
、
野
蛮
で
飢
え
た
下
賎
な
ア
ラ
ブ
ど
も
が
イ
ラ

ン
に
や
っ
て
き
て
、
汝
（
イ
ラ
ン
）
を
不
幸
の
身
に
貶
め
、
こ
の
暗
黒
の
世
に

住
ま
わ
せ
て
一
二
八
〇
年
に
な
る
。
天
国
と
見
ま
ご
う
汝
の
大
地
は
崩
れ
、
町

は
荒
れ
果
て
、
人
々
は
無
知
蒙
昧
、
世
界
の
進
歩
・
文
明
を
知
ら
ず
、
人
と
し

て
の
生
活
の
喜
び
、
人
間
性
の
権
利
は
忘
れ
ら
れ
、
抑
圧
と
圧
制
に
捕
ら
わ
れ

て
い
る
。汝
の
国
王
は
悪
辣
で
、血
に
飢
え
た
邪
悪
な
独
裁
者
。汝
の
教
学
者（
ウ

ラ
マ
ー
）
は
如
何
な
る
知
識
と
も
無
縁
で
狂
信
の
徒
。
自
ら
の
無
知
を
頑
迷
に

押
し
通
す
だ
け
だ
。(14)

　
『
三
通
の
手
紙
』
で
は
、
一
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
を
国
家
宗
教
と
し
て
定

着
さ
せ
る
に
「
貢
献
」
し
た
法
学
者
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ー
キ
ル
・
マ
ジ
ュ
リ

ス
ィ
ー
（
一
六
九
九
年
没
）
が
、
特
に
一
九
世
紀
イ
ラ
ン
の
現
実
を
生
み
出
し

た
張
本
人
と
し
て
断
罪
さ
れ
る
。
ア
ラ
ブ
と
ウ
ラ
マ
ー
と
シ
ー
ア
派
が
、
一
九

世
紀
イ
ラ
ン
の
知
的
沈
滞
を
生
み
出
し
た
源
泉
と
し
て
、
一
つ
の
経
路
で
結
び

付
け
ら
れ
る
。
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ア
ラ
ブ
が
イ
ラ
ン
に
蒔
い
た
不
正
と
圧
制
よ
り
な
る
木
に
、
故
マ
ジ
ュ
リ

ス
ィ
ー
は
、
水
を
や
っ
て
手
を
入
れ
た
ば
か
り
か
迷
信
と
い
う
苦
い
実
を
つ
け

る
ザ
ッ
ク
ー
ム
（
地
獄
に
生
え
る
と
さ
れ
る
苦
い
実
を
つ
め
る
木
の
名
称
）
の

木
と
無
知
と
迷
妄
の
渋
み
の
瓜
を
結
び
付
け
、
イ
ラ
ン
精
神
の
系
譜
、
由
緒
あ

る
王
統
の
偉
大
な
木
を
、
イ
ラ
ン
と
い
う
天
国
の
如
き
薔
薇
園
か
ら
根
こ
そ
ぎ

に
し
て
し
ま
っ
た
。(50)

　

ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
は
、
恣
意
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
様
々
な
宗
派
が
出
現
し
た
イ
ラ

ン
の
宗
教
状
況
を
何
よ
り
も
問
題
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
バ
ー
ブ
教

そ
の
も
の
が
批
判
対
象
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

腐
り
き
っ
た
神
秘
哲
学‘Erfān

と
淀
ん
だ
シ
ー
ア
哲
学Ḥ

ekm
at

に
よ
っ
て
内
側

か
ら
弱
体
化
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
は
英
国
と
ロ
シ
ア
に
屈
服
す
る
遠
因
と
な
っ

て
い
る
と
し
て
、
預
言
者
の
言
葉
に
託
し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

我（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
）の
い
た
時
代
に
我
が
ウ
ン
マ（
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
）

に
あ
っ
た
簡
素
な
る
宗
教
、
真
な
る
信
仰
以
外
の
、
後
に
作
り
出
さ
れ
た
宗
派 

―
 

ス
ン
ニ
ー
派
、
シ
ー
ア
派
、
ハ
ワ
ー
リ
ジ
ュ
派
、
ラ
ー
フ
ィ
ズ
ィ
ー
派
（
ス

ン
ニ
ー
派
か
ら
す
る
シ
ー
ア
派
に
対
す
る
蔑
称
）、
ス
ー
フ
ィ
ー
、
シ
ェ
イ
ヒ
ー

派
、バ
ー
ブ

4

4

4

教4

、ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
、マ
ー
レ
キ
ー
派
、ザ
イ
ド
派
、ア
シ
ュ
ア
リ
ー

派
（
神
学
者
）、ム
ゥ
タ
ズ
ィ
ラ
派 ―

な
ど
は
、す
べ
て
無
効
で
あ
り
、イ
ス
ラ
ー

ム
教
の
外
に
あ
り
、
我
が
ウ
ン
マ
の
教
え
の
枠
の
外
に
あ
る
。
こ
う
し
た
宗
派

は
信
仰
に
お
け
る
逸
脱
で
あ
る
。（
中
略
）
神
の
使
徒
で
あ
る
わ
れ
は
こ
う
し
た

も
の
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
。」(39)

カ
ー
デ
ィ
リ
ー
派
、ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
派
、ネ
エ
マ
ト
ッ
ラ
ヒ
ー
派
と
い
っ

た
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
、
シ
ャ
フ
ィ
イ
ー
法
学
派
、
マ
ー
レ
キ
ー
法
学
派
と
我
が

時
代
の
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
が
一
体
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
。
こ
う
し
た
信
仰
が

一
体
イ
ス
ラ
ー
ム
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
。（
中
略
）
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の

妄
想
、
フ
ァ
フ
レ
・
ラ
ー
ズ
ィ
ー
の
空
想
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
や
ル
ー
ミ
ー
の
天
上

的
世
界
の
欺
瞞
、
と
い
っ
た
も
の
が
進
歩
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
妄
想
の
増
大
、

知
性
の
節
度
か
ら
の
逸
脱
以
外
に
何
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。(38)

　

こ
の
よ
う
に
神
秘
哲
学
に
否
定
的
な
言
辞
を
残
し
た
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
は
、
超
越

神
を
土
台
と
す
る
宗
教
的
抑
圧
に
対
し
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
流
の
存
在
一
性
論

派
の
神
秘
哲
学
的
の
論
法
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
、
ア
ラ
ブ
の
超
越
神

を
否
定
す
る
論
理
を
導
き
出
し
た
前
述
の
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デ
と
著
し
い
対
象
を

為
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ッ
カ
ー
で
「
神
の
顕
現
す
る
者
」
と
自
ら
を
称
し
た
バ
ハ
ー

イ
ー
の
教
祖
に
関
し
て
は
、個
人
崇
拝
と
い
う
観
点
か
ら
、彼
の
中
に
「
偶
像
崇
拝
」

へ
の
意
志
を
嗅
ぎ
と
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
ド
ウ
レ
皇
子
よ
、
こ
の
言
葉
か
ら
私
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
他
の
諸

宗
教
を
優
越
さ
せ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
他
宗
教
の
方
が
正
し
い
と
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。（
中
略
）

中
国
の
偶
像
崇
拝
者
か
ら
ア
ッ
カ
ー

4

4

4

4

（
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
地
名

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）
の
バ
ー
ブ
教

4

4

4

4

4

徒4

（
バ
ハ
ー
イ
ー
を
指
す

4

4

4

4

4

4

4

4

）
に
至
る
ま
で
、
腐
っ
た
藁
と
淀
ん
だ
迷
信
以
外
に

何
も
提
供
す
る
も
の
が
な
い
。
バ
ハ
ー
（
バ
ハ
ー
教
始
祖
バ
ハ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
こ

と
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ホ
セ
イ
ン
・
ヌ
ー
リ
ー
を
指
す
）
の
宗
教
で
は
、「
永
遠
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（
バ
ハ
ー
の
称
号
の
ひ
と
つ
）」
に
向
か
っ
て
跪
拝
し
、

仏
教
で
は
、
石
や
鋳
鉄
製
で
き
た
仏
像
に
む
か
っ
て
祈
る
。
そ
の
理
由
を
尋
ね

れ
ば
、
双
方
が
同
様
に
、
そ
の
姿
に
神
が
現
れ
て
い
る
（
訳
注:

仏
教
に
つ
い

て
の
認
識
の
正
否
は
こ
こ
で
は
問
わ
ず
敢
え
て
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
）、

と
答
え
る
。
し
か
し
、さ
ら
に
、そ
の
理
由
を
問
え
ば
、論
拠
は
な
い
の
だ
。(59)               

　

バ
ー
ブ
教
を
、『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
恣
意
的
な
解
釈
か
ら
出
現
し
た
宗
派
の
一
つ

と
し
な
が
ら
も
、バ
ー
ブ
教
（
こ
こ
で
は
、バ
ー
ブ
教
の
初
期
的
形
態
と
、そ
の
バ
ー

ブ
教
の
本
来
の
革
新
性
を
保
持
し
た
と
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
考
え
た
ア
ザ
リ
ー
派
を

指
す
）
に
対
す
る
哀
憐
の
情
が
、『
三
通
の
手
紙
』
の
行
間
に
は
読
み
取
れ
る
。

　

ナ
ー
セ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
の
暗
殺
未
遂
（
一
八
五
二
年
）
で
、
シ
ャ
ー
の

同
意
を
得
た
バ
ー
ブ
教
徒
弾
圧
が
始
ま
っ
た
テ
ヘ
ラ
ン
で
の
バ
ー
ブ
教
徒
の
様
子

を
伝
え
る
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
筆
致
に
は
彼
等
へ
の
同
情
が
溢
れ
て
い
る
。
弾
圧
は
、

バ
ー
ブ
教
徒
と
い
う
名
目
で
、
バ
ー
ブ
教
徒
と
さ
れ
た
被
疑
者
に
ま
で
及
ん
だ
。

テ
ヘ
ラ
ン
に
い
た
と
き
、
四
〇
〇
人
の
バ
ー
ブ
教
徒
が
逮
捕
さ
れ
、
公
衆
の
前

で
そ
の
首
領
と
さ
れ
る
者
た
ち
が
短
刀
の
先
で
衝
か
れ
、
拷
問
を
う
け
、
裸
の

ま
ま
逆
さ
に
驢
馬
に
乗
せ
ら
れ
て
楽
器
の
鳴
り
物
と
踊
り
と
と
も
に
、
町
を
引

き
回
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
者
た
ち
が
石
を
投
げ
つ
け
た
り
、
木
や
刃
物

や
鞭
を
彼
等
の
上
に
振
り
落
と
し
た
。(110-111)

　

ま
た
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
社
会
各
階
層
に
バ
ー
ブ
教
徒
を
振
り
分
け
て
拷
問
さ
せ
た

現
実
の
生
々
し
い
描
写
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
イ
ラ
ン
文
化
批
判
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
る
ア
フ
マ
ド
・
キ
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー
（
一
八
九
〇̶

一
九
四
六
）
の
バ
ハ
ー

イ
ー
教
批
判
書
に
そ
の
反
映
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
イ
ラ
ン
社
会
の

本
質
を
突
い
た
記
述
と
い
え
る
。¹⁷

　

バ
ー
ブ
教
徒
の
嫌
疑
で
息
子
と
夫
を
無
く
し
た
女
性
が
残
虐
な
行
為
を
う
け
て

い
る
の
を
た
し
な
め
た
登
場
人
物
に
対
す
る
テ
ヘ
ラ
ン
の
市
民
（
こ
こ
で
は
女
性

た
ち
）
の
言
葉
は
、
一
九
世
紀
イ
ラ
ン
の
「
異
端
」
の
置
か
れ
た
社
会
的
現
実
を

映
し
出
し
て
い
る
。

　

金
曜
礼
拝
導
師
の
教
令
で
は
、
一
人
の
バ
ー
ブ
教
徒
を
殺
す
者
は
メ
ッ
カ
巡
礼

千
回
分
の
善
行
と
、『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
百
回
分
の
朗
詠
の
応
報
が
あ
る
の
で
す
。

も
し
あ
な
た
方
が
来
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
、
金
曜
礼
拝
導
師
の
め
で
た
き
お
口
か

ら
高
貴
な
る
教
令
を
聞
い
て
い
た
な
ら
、
そ
の
お
言
葉
を
う
け
て
こ
の
女
性
を
犬

の
よ
う
に
殺
し
て
善
行
を
積
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。（
中
略
）（
女
性
た
ち
は
）
バ
ー

ブ
教
徒
弾
圧
（
殺
害
）Bābī-koshī

で
は
政
府
側
の
死
刑
執
行
人
に
暇
を
与
え
ず
、

二
〇
〇
人
の
バ
ー
ブ
教
徒
を
政
府
の
護
衛
か
ら
奪
い
取
り
、
石
と
木
と
ナ
イ
フ
で

殺
し
、
彼
等
の
家
を
破
壊
し
、
バ
ー
ブ
教
徒
の
活
動
を
完
全
に
封
じ
こ
め
た
。
バ
ー

ブ
教
徒
殺
害
が
テ
ヘ
ラ
ン
中
の
人
間
に
死
刑
執
行
人
の
技San‘at-e M

īrghazabī

を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。(115-116)

　

一
方
で
、
研
究
史
的
に
問
題
な
の
は
、
学
問
的
な
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
な
い
『
三

通
の
手
紙
』
の
よ
う
な
著
作
に
研
究
者
の
個
人
的
な
意
図
が
反
映
さ
れ
る
点
で
あ

る
。
以
下
は
バ
ー
ブ
教
徒
に
対
す
る
テ
ヘ
ラ
ン
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
惨
い
扱
い

を
告
発
し
た
文
章
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
、
我
々
4

4

の
罪
は
一
体
な
ん
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
一
体
我
々
4

4

が
誰
の
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財
産
を
奪
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
。
我
々
が
誰
の
血
を
流
し
た
と
い
う
で
し
ょ
う

か
。
あ
な
た
が
は
ア
ラ
ブ
人
の
ム
ハ
ン
マ
ド
を
信
仰
し
、
我
々
は
ミ
ー
ル
ザ
ー
・

ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ー
ブ
を
信
仰
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
言
っ
た
こ
と
は
、
こ
ち
ら
も

言
っ
て
い
る
、彼
が
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
な
ら
、こ
ち
ら
も
『
バ

ヤ
ー
ン
』を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
も
た
ら
し
た
ア
ー

ヤ
（
句
）
が
奇
蹟
で
あ
る
な
ら
、
こ
ち
ら
が
ペ
ル
シ
ア
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
で
も
た

ら
し
た
も
の
も
奇
蹟
だ
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ス
ラ
ー
ム
徒
教
が

言
っ
て
い
る
こ
と
は
我
々

4

4

も
言
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
宗
派
が
正
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
我
々
も
正
し
い
し
、
す
べ
て
の
宗
派
が
無
効
で
嘘
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
無
効

で
あ
り
嘘
で
あ
る
。(111)

　

上
記
の
「
我
々m

ā

」
の
部
分
を
「
彼
等
」
と
書
き
直
し
て
引
用
し
て
い
る
研
究

論
文
が
あ
る
が
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
描
写
は
、
飽
く
ま
で
、
話
者
に
「
我
々
」
と

語
ら
せ
て
お
り
、
こ
の
種
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
箇
所
に
も
格
別
の
慎

重
さ
が
必
要
と
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。「
彼
等
」
と
す
れ
ば
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
バ
ー

ブ
教
の
代
弁
者
で
あ
る
印
象
は
強
ま
る
。¹⁸

　

バ
ー
ブ
教
に
関
す
る
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
知
見
を
知
る
上
で
以
下
の
記
述
は
重
要

で
あ
る
。

 
 

バ
ー
ブ
教
徒
と
は
、
ア
ラ
ブ
の
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
法
）
の
重
荷
も
、

イ
マ
ー
ム
・
ア
リ
ー
・
ア
ン
ナ
キ
ー
（
シ
ー
ア
派
第
一
〇
代
イ
マ
ー
ム
の
ア
ル
・

ハ
ー
デ
ィ
ー
を
指
す
）、
あ
る
い
は
、
シ
ェ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
フ
サ
ー
イ
ー

（
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
開
祖
）
と
い
っ
た
荷
も
、
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
、

そ
れ
ら
を
担
ぐ
べ
き
綱
を
断
ち
切
っ
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
等

は
、字
際
、絶
え
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
シ
ー
ア
派
と
い
う
軛
（
く
び
き
）
か
ら
、

折
角
、這
い
出
し
て
き
な
が
ら
、自
ら
の
暗
愚
の
故
、セ
イ
ェ
ド・バ
ー
ブ
（
バ
ー

ブ
教
開
祖
）
の
晦
渋
な
神
秘
哲
学
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。（
そ
れ

ら
は
）
同
じ
巨
木
の
中
の
一
本
の
枝
で
し
か
な
い
。
彼
等
は
バ
ー
ブ
教
徒Bābī

と
呼
ば
れ
、
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
（
無
信
仰
宣
告
）
さ
れ
て
、
殺
さ
れ
た
。(110)

　

さ
ら
に
、
ウ
ラ
マ
ー
側
か
ら
発
動
さ
れ
る
「
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
（
無
信
仰
宣
告
）」

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

親
愛
な
る
友
よ
、イ
ス
ラ
ー
ム
の
タ
ク
フ
ィ
ー
ル
（
無
信
仰
宣
告
）
は
今
ま
で
に
、

四
億
人
以
上
の
人
間
を
殺
害
し
、
ム
ス
リ
ム
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
れ
、
シ
ー
ア
派
、
シ
ー
ア
派
神
学
者
、
ア
フ
バ
ー

リ
ー
派
、
ウ
ス
ー
リ
ー
派
、
バ
ー
ブ
教
徒
、
運
命
論
者
で
あ
れ
。（
タ
ク
フ
ィ
ー

ル
こ
そ
が
）
無
知
無
学
な
ウ
ラ
マ
ー
と
横
暴
な
統
治
者
の
権
力
に
よ
る
流
血
の

原
因
と
な
っ
て
き
た
の
だ
。(116)

　
『
三
通
の
手
紙
』
で
描
か
れ
、
ま
た
、
記
述
さ
れ
た
「
バ
ー
ブ
教
」
像
か
ら
は
、

宗
教
的
迷
信
の
中
に
沈
殿
し
た
イ
ラ
ン
人
が
、
宗
教
的
寛
容
の
存
在
し
な
い
、
宗

教
的
暴
力
の
瀰
漫
す
る
社
会
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
へ
の
呪
詛
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
バ
ー
ブ
教
さ
え
も
、
宗
教
的
迷
信
と
し
て
排
除
し
な
が
ら
も
、
セ
イ
イ
ェ
ド
・

ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
ル
バ
ラ
ー
イ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
革
新
的
な
宗
教
的
知
識
人
へ

の
憧
憬
は
胸
中
に
秘
め
ら
れ
た
情
熱
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
主
人

公
が
静
か
に
語
る
言
葉
は
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
偽
ら
ざ
る
信
条
を
代
弁
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
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私
は
言
っ
た
、
私
も
そ
の
高
貴
な
る
お
言
葉
を
聞
い
て
い
た
ら
、
あ
る
い
は
、

そ
の
意
味
を
理
解
し
て
い
た
ら
、
か
の
女
（
ビ
ー
ビ
ー
ハ
ー
ノ
ム
が
名
前
）
の

殺
害
に
加
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
、
と
い
う
の
も
、
こ
の
私
も
イ
ス
ラ
ー

ム
教
徒m

osalm
ānī

に
お
い
て
は
あ
な
た
方
以
下
の
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

信
仰
心
と
い
う
点
で
も
あ
な
た
に
劣
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
ジ
ャ
ラ
ー

ル
ッ
ド
ウ
レ
皇
子
よ
、
私
が
こ
れ
ほ
ど
（
バ
ー
ブ
教
徒
及
び
バ
ー
ブ
教
徒
の
被

疑
者
へ
の
弾
圧
を
）
詳
し
く
伝
え
る
意
図
は
、
バ
ー
ブ
教
徒
の
た
め
の
哀
歌
で

は
な
く
、
イ
ラ
ン
国
民
全
体
へ
の
哀
悼
の
詠
歌
の
つ
も
り
な
の
で
す
。(115)

４　
宗
教
的
信
条
と
宗
教
的
意
匠
の
間
で

　
『
三
通
の
手
紙
』
で
描
き
出
さ
れ
た
「
バ
ー
ブ
教
」
像
を
見
る
限
り
、
特
定
の
宗

教
的
信
条
に
拘
束
さ
れ
た
言
説
と
は
程
遠
い
地
点
に
著
者
が
位
置
し
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、『
三
通
の
手
紙
』
の
中
で
は
、「
バ
ー
ブ
教
徒
ケ

ル
マ
ー
ニ
ー
」像
は
成
立
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ェ
イ
ヒ
ー
派
と
バ
ハ
ー

ウ
ッ
ラ
ー
に
対
し
て
は
明
確
な
否
定
的
言
辞
が
あ
る
一
方
で
、
ア
ザ
リ
ー
派
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
特
定
し
て
非
難
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
前

章
3
で
見
た
よ
う
に
、『
三
通
の
手
紙
』
は
、
当
の
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
さ
え

も
到
底
受
け
入
れ
が
た
い
内
容
を
も
っ
た
著
作
で
あ
っ
た
。

　

ア
ザ
リ
ー
派
に
属
す
と
さ
れ
た
人
々
は
、
し
ば
し
ば
、
宗
教
的
と
い
う
よ
り

は
、
セ
キ
ュ
ラ
ー
な
方
向
性
を
持
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の

イ
ラ
ン
立
憲
革
命
期
に
屈
指
の
立
憲
派
論
調
を
張
っ
た
新
聞
『
ス
ー
レ
・
イ
ス
ラ
ー

フ
ィ
ー
ル
』（
一
九
〇
七
年
五
月
三
〇
日̶

一
九
〇
八
年
六
月
二
〇
日
ま
で
、
テ
ヘ

ラ
ン
で
一̶

二
週
間
に
一
度
発
刊
。
一
九
〇
八
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
廃
刊
。
ス
イ

ス
で
三
号
の
み
発
刊
）
は
、
農
地
改
革
等
で
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
思
想
の
影
響
を

見
せ
て
い
る
が
、
創
刊
者
の
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
ハ
ー
ン
・
シ
ー

ラ
ー
ズ
ィ
ーM

īrzā Jahāngīr-khān Shīrāzī

（
一
八
七
五̶

一
九
〇
八
年
処

刑
）
は
ア
ザ
リ
ー
派
と
さ
れ
る
。¹⁹ 

ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
は
ケ
ル
マ
ー

ニ
ー
の
強
い
影
響
を
受
け
た
才
能
あ
る
民
族
主
義
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、セ
キ
ュ

ラ
ー
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
を
「
ア
ザ
リ
ー
派
」
に
見
出
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
バ
ー
ブ
教
徒
と
い
う
宗
派
と
一
体
化
さ
れ
る
以
上
、
宗
教
的
側
面

は
払
拭
し
き
れ
な
い
。『
三
通
の
手
紙
』
の
内
容
が
反
宗
教
的
な
内
容
を
示
し
て
い

て
も
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
と
彼
の
著
作
の
周
囲
は
、
バ
ー
ブ
教
徒
（
後
に
は
、
バ
ハ
ー

イ
ー
教
徒
）
の
宗
教
的
信
条
、
時
に
、
政
治
的
意
向
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
も
い

え
る
。

　

犀
利
な
歴
史
認
識
で
知
ら
れ
た
キ
ャ
ス
ラ
ヴ
ィ
ー
は
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
は
一
度

バ
ー
ブ
教
徒
に
な
っ
た
後
、
こ
れ
か
ら
脱
却
し
、
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
の
思
想
の
影
響

を
受
け
た
、
と
し
て
い
る
。²⁰
ま
た
、
晩
年
の
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
が
バ
ー
ブ
教
徒
と

の
か
か
わ
り
か
ら
遠
の
き
、
む
し
ろ
、
唯
物
論
的
傾
向
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
す
る
見
解
も
あ
る
。²¹

　

こ
う
し
た
見
解
に
よ
れ
ば
、「
バ
ー
ブ
教
（
ア
ザ
リ
ー
派
）」
は
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー

が
、
一
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
と
い
う
宗
教
的
桎
梏
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
、

宗
教
的
意
匠
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
北
方
の
コ
ー
カ
サ
ス

に
い
て
生
涯
を
ロ
シ
ア
帝
国
領
内
の
東
洋
語
通
訳
官
と
い
う
一
官
吏
と
し
て
全
う

し
た
ア
ー
ホ
ン
ド
ザ
ー
デ
は
、
超
越
神
へ
の
信
仰
の
無
効
性
の
立
証
を
目
指
し
て

神
秘
哲
学
を
援
用
す
る
理
論
を
練
る
、
少
な
く
と
も
、
表
面
的
に
は
「
余
裕
」
を
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持
ち
得
た
に
対
し
て
、
国
を
追
わ
れ
漂
白
の
身
な
が
ら
に
、
現
実
の
イ
ラ
ン
の
根

本
的
変
革
を
企
図
し
た
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
に
は
、「
バ
ー
ブ
教
」
と
い
う
経
路
の
み
が
、

現
実
の
宗
教
的
抑
圧
体
制
を
克
服
す
る
た
め
に
残
さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。「
バ
ー
ブ
教
」
が
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
近
代
的
知
性
の
形
成
に
何
ら
か
の

働
き
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
の
主
著
『
三
通
の
手

紙
』
の
内
容
と
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
文
化
環
境
を
概
観
す
る
限
り
、
そ
の
働
き
に

は
、
宗
教
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク 
²²
、
あ
る
い
は
、
宗
教
的
な
意
匠
と
し
て
の
側
面
が

強
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
宗
派
の
坩
堝
で
あ
っ
た
ケ
ル
マ
ー
ン
と
い
う

故
郷
か
ら
も
、
一
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
と
い
う
「
国
家
宗
教
」
か
ら
も
、
さ

ら
に
、当
の「
ア
ザ
リ
ー
派
バ
ー
ブ
教
徒
」か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
「
異
端
者
」
ケ
ル
マ
ー
ニ
ー
こ
そ
は
、
自
ら
の
批
判
精
神
が
故
に
生
み
出
さ
れ

た
「
思
想
的
混
沌
」
を
以
っ
て
、
む
し
ろ
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
近
代
的
知
性
の
萌

芽
の
誕
生
を
告
げ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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